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Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
が
報
告

さ
れ
て
か
ら
す
で
に
３
年
が

経
つ
が
、
今
回
の
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
に
よ
っ
て
人
生
は
い

つ
、
何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら

な
い
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ

た
。
昨
日
ま
で
普
通
だ
っ
た

こ
と
が
、
明
日
も
同
じ
「
普

通
」
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い

は
全
く
予
期
し
て
い
な
い
現

実
が
待
っ
て
い
る
の
か
。

Risk Engineer

のNassim 
Nicholas Taleb

氏
は
こ
う

し
た
現
象
を
「
ブ
ラ
ッ
ク
・

ス
ワ
ン
」
と
呼
ん
で
い
る
。

白
鳥
は
す
べ
て
白
色
と
信
じ

ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
「
黒
ス
ワ

ン
」
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
人
々
の
常
識
が
覆
さ
れ

た
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
も
、
東

日
本
大
震
災
も
、
我
々
に
と

っ
て
は
ブ
ラ
ッ
ク
・
ス
ワ
ン

で
あ
っ
た
。
喉
元
過
ぎ
れ
ば

熱
さ
を
忘
れ
る
が
、
人
間
は

こ
う
し
た
ラ
ン
ダ
ム
な
現
象

に
振
り
回
さ
れ
、
時
と
し
て

犠
牲
に
な
っ
て
き
た
。
し
か

し
、
ラ
ン
ダ
ム
で
あ
る
こ
と

は
、
決
し
て
悪
い
こ
と
ば
か

り
で
は
な
い
。Taleb

氏
は

こ
れ
をantifragile

と
表
現

し
て
お
り
、antifragility

は

強
く
な
る
た
め
に
は
必
要
な

要
素
で
あ
る
と
論
じ
て
い

る
。
た
だ
し
、
ト
ー
タ
ル
で

antifragile

に
な
る
た
め
に

は
、
パ
ー
ツ
が
犠
牲
に
な
る

の
は
避
け
ら
れ
な
い
。
抗
加

齢
医
学
に
は
ホ
ル
ミ
ー
シ
ス

と
い
う
、
酸
化
ス
ト
レ
ス
に

よ
っ
て
一
部
の
細
胞
が
死
ぬ

こ
と
に
よ
り
、
ス
ト
レ
ス
へ

の
耐
性
が
強
く
な
る
と
い
う

仮
説
が
あ
る
。
運
動
に
よ
っ

て
筋
肉
組
織
を
定
期
的
に

「
破
壊
」
し
な
が
ら
強
く
な

る
の
も
一
つ
の
例
で
あ
る
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
の
よ
う

な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、
人
類

のantifragility

を
高
く
す
る

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

医
療
従
事
者
は
一
人
一
人
の

患
者
が
犠
牲
に
な
ら
な
い
よ

う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
矛
盾
し
た
状
況
を

全
員
で
生
き
抜
く
に
は
人
類

の
英
知
が
必
要
だ
！
そ
う
考

え
た
私
は
、
昨
年
末
に
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
ワ
ク
チ
ン
の
４

回
目
接
種
に
臨
ん
だ
。
副
反

応
で
は
死
な
な
い
。
そ
し

て
、
接
種
に
よ
っ
て
自
分

も
、
人
類
も
強
く
な
る
と
信

じ
た
い
。

（
藤
田
医
科
大
学
東
京

　

先
端
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

 

榛
村
重
人　

68
回
）

第
４
回

ベ
ン
チ
ャ
ー
サ
ミ
ッ
ト
開
催
報
告

三四会社会功労賞の推薦について
目的　�地域社会、社会貢献を通じて顕著な功績により三四会の名誉を高めた三四会員を

表彰し実学としての慶應医学の発展を図る。

対象　１．�表彰目的に沿った優れた業績をあげた三四会正会員（本塾関連病院のみでは
なく、研究施設、他大学、地域で業績をあげている三四会員も含む）

　　　２．年齢は問わない。

推薦方法
　　　１．�推薦者は、三四会役員、三四会評議員、慶應義塾大学医学部教授、慶應義塾

大学関連病院会会員および他大学教授（三四会員）とします。
　　　２．�推薦者は、候補者の承諾を得た上で、所定の書式（三四会社会功労賞推薦

状）により候補者を推薦してください。
　　　３．締め切りは、2023年４月14日（金）必着、三四会事務局宛とします。
　　　４．�提出部数は、推薦状、被推薦者略歴、表彰目的に沿った業績目録、客観的に

評価しうる資料等、オリジナル１部とコピー10セットが必要です。

　※推薦書のダウンロード、必要書類等は下記URLをご覧下さい。
　URL：http://www.sanshikai.jp/award/kourousyo/index.html

なお、社会功労賞は、年を重ね、業績を積むことにより、より事業に重みを増すもので
す。これまでに採択されなかった事業についても是非再度応募ください。

選考ならびに受賞
三四会長を委員長とする三四会社会功労賞選考委員会による厳正な選考の結果、原則１
名の受賞者を決定します。受賞者は2023年６月17日（土）に予定されている三四会定例評
議員会で表彰され、賞状および副賞が授与されます。

Young�Investigator�Award,�Keio�University�School�of�Medicine�
Alumni�Association（Sanshikai）

目的　若手の三四会会員の研究を奨励し、実学としての慶應医学の発展を図る。
対象　１．�次の各分野で学位取得後地道に研究を続け、すぐれた業績をあげた三四会正

会員で三四会員として少なくとも１年は経過している者（本塾関連病院のみ
ではなく、研究施設、他大学、地域等で業績をあげている三四会員も含む）

　　　　　対象となる分野
　　　　　　イ、臨床医学　　ロ、基礎医学
　　　２．満40歳以下
推薦方法
　　　１．�推薦者は、三四会役員、三四会評議員、慶應義塾大学医学部教授、慶應義塾

大学関連病院会会員および他大学教授（三四会員）とします。�
　　　２．�推薦者は、候補者の承諾を得た上で、所定の書式（三四会奨励賞推薦状）に

より候補者を推薦して下さい。�
　　　３．推薦締切りは2023年４月14日（金）必着、三四会事務局宛とします。�
　　　４．�提出書類は、推薦状、被推薦者略歴、業績目録、主論文一編の別刷（学術集

会発表の場合はそれを証明するコピーと800字程度の抄録）、提出部数は、オ
リジナル1部とコピー10セットが必要です。�

　　　５．�対象となる研究が共著論文の場合は共著者の承諾書（オリジナル１部とコピ
ー10部）が必要となります。�

　※�推薦状、略歴、業績目録、論文、共著者の承諾書を順に組んで１部とし、コピーも
同じ体裁に整えてください。

　※推薦状のダウンロード、必要書類等は下記URLをご覧下さい。
　　URL：http://www.sanshikai.jp/award/shourei/index.html

選考ならびに受賞
三四会奨励賞選考委員会による厳正な選考の結果、約８名程度の受賞者を決定します。
受賞者は2023年６月17日（土）に予定されている三四会定例評議員会で表彰され、賞状お
よび副賞が授与されます。

三四会奨励賞の推薦について

2023年 医学部新年祝賀式開催2023年 医学部新年祝賀式開催ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た

１
０
４
回
生
の
門
出
を
祝
う

第第
1818
回回  

白
衣
式

白
衣
式

私たち１０４回生は、

感謝の気持ちを胸に、

信頼される医師となること、

多様性を生かし、人と社会に貢献すること、

そして全社会の先導者として、

新しい医学の形を追究し、

常に挑戦し続けることを、

ここに誓います。

104回生 誓いの言葉104回生 誓いの言葉

　

医
学
部
で
は
、
毎
年
新
春

を
迎
え
て
、
教
職
員
お
よ
び

三
四
会
員
に
よ
る
新
年
祝
賀

式
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
を
受

け
、
１
月
５
日
（
木
）
に
、

関
係
者
の
み
、
マ
ス
ク
を
常

時
着
用
す
る
な
ど
の
感
染
防

止
対
策
を
徹
底
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
式
典
の
様
子

は
、
慶
應
義
塾
大
学
病
院
２

号
館
11
階
の
大
会
議
室
よ
り

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
に
て

生
配
信
い
た
し
ま
し
た
。

　

慶
應
義
塾
大
学
と
親
交
の

深
い
学
校
法
人
北
里
研
究
所

か
ら
、
小
林
弘
祐
理
事
長
を

来
賓
と
し
て
迎
え
、
冒
頭
に

金
井
隆
典
医
学
部
長
が
年
頭

の
詞
を
述
べ
、
伊
藤
公
平
塾

長
（
欠
席
の
た
め
北
川
雄
光

常
任
理
事
が
代
読
）、
小
林

弘
祐
北
里
研
究
所
理
事
長
、

武
田
純
三
三
四
会
会
長
、
松

本
守
雄
病
院
長
、
末
松
誠
医

学
部
教
授
（
教
職
員
代
表
）

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
賀
詞
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
め
ま
ぐ
る
し
い
１

年
で
あ
っ
た
２
０
２
２
年
、

医
学
部
・
病
院
の
た
め
に
一

丸
と
な
っ
て
診
療
、
研
究
、

教
育
に
従
事
し
た
教
職
員
に

対
し
て
感
謝
の
気
持
ち
が
伝

え
ら
れ
ま
し
た
。
２
０
２
３

年
も
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
状
況

が
続
き
ま
す
が
、
い
ま
や
慶

教
職
員
全
員
で
支
え
合
う
精
神
で

国
内
外
に
む
か
っ
て
邁
進

慶
應
医
学
賞 

ラ
イ
ジ
ン
グ
・
ス
タ
ー
賞
受
賞
者

（
左
か
ら
）金
井
隆
典
医
学
部
長
、
南
宮
湖
君
、
北
川
雄
光
常
任

理
事
、栗
原
俊
英
君
、久
保
田
義
顕
医
学
研
究
奨
励
事
業
委
員
長

武
田
純
三
三
四
会
長
に
よ
る
ご
挨
拶

式
典
の
様
子
は
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
で
配
信
さ
れ
た

当日の会員集合写真

　

２
０
２
３
年
１
月
25
日
に

慶
應
義
塾
大
学
信
濃
町
キ
ャ

ン
パ
ス
に
て
、
慶
應
義
塾
大

学
医
学
部
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
協

議
会
第
４
回
ベ
ン
チ
ャ
ー
サ

ミ
ッ
ト
が
北
里
講
堂
で
開
催

さ
れ
た
。

　

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
発

ベ
ン
チ
ャ
ー
協
議
会
は
今
年

で
設
立
５
年
目
を
迎
え
る
慶

應
義
塾
大
学
医
学
部
発
ベ
ン

チ
ャ
ー
18
社
か
ら
な
る
任
意

団
体
（
代
表
：
坪
田
一
男　

眼
59
回
）
で
あ
り
、
ベ
ン
チ

ャ
ー
サ
ミ
ッ
ト
は
そ
の
全
社

の
ピ
ッ
チ
が
一
度
に
聞
け
る

大
変
お
得
な
毎
年
恒
例
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
。

　

本
年
は
特
別
講
演
と
し

て
、
サ
ス
メ
ド
株
式
会
社
の

上
野
太
郎
社
長
よ
り
「
デ
ジ

タ
ル
技
術
に
よ
る
持
続
可
能

な
医
療
」
に
つ
い
て
、
臨
床

研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
の
許
斐

健
二
教
授
（
眼
73
回
）
よ
り

「Academic Research 
Organization 

（ARO

）
の

役
割
～
慶
應
義
塾
大
学
病
院

臨
床
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
に

求
め
ら
れ
る
も
の
は
～
」
講

演
を
い
た
だ
い
た
。

　

ピ
ッ
チ
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は

ベ
ン
チ
ャ
ー
各
社
か
ら
非
常

に
熱
の
こ
も
っ
た
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
株

式
会
社
坪
田
ラ
ボ
の
東
京
証

券
取
引
所
グ
ロ
ー
ス
市
場
上

場
を
筆
頭
に
各
社
か
ら
一
年

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
協
議
会

　

去
る
１
月
７
日
、
令
和
４

年
度
白
衣
式
が
挙
行
さ
れ

た
。
白
衣
式
は
、
臨
床
実
習

を
開
始
す
る
医
学
生
が
、
そ

の
節
目
と
し
て
白
衣
に
袖
を

通
し
、
医
師
を
目
指
す
者
と

し
て
の
心
構
え
を
再
認
識
す

る
式
典
で
あ
る
。
米
国
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
で
始
ま
り
、
本

塾
で
は
２
０
０
６
年
か
ら
執

り
行
わ
れ
て
き
た
。
今
年
は

北
里
講
堂
に
１
０
４
回
生
１

１
０
名
が
一
堂
に
会
し
、
学

生
有
志
に
よ
る
演
奏
で
式
典

が
始
ま
っ
た
。

　

式
典
に
は
金
井
隆
典
医
学

部
長
、
松
本
守
雄
病
院
長
、

武
田
純
三
三
四
会
会
長
ら
が

列
席
し
、
臨
床
実
習
に
進
む

１
０
４
回
生
に
、
医
療
者
と

し
て
の
心
得
と
餞
の
言
葉
を

贈
ら
れ
た
。

　

金
井
医
学
部
長
は
世
界
を

見
据
え
て
活
躍
す
る
こ
と
の

重
要
性
と
期
待
を
、
松
本
病

院
長
は
白
衣
を
着
用
し
患
者

さ
ん
の
声
を
聴
く
こ
と
の
重

み
を
、
そ
し
て
武
田
三
四
会

会
長
は
慶
應
医
学
が
紡
い
で

き
た
歴
史
と
三
四
会
の
縦
横

の
繋
が
り
に
つ
い
て
お
話
し

さ
れ
た
。
な
お
、
三
四
会
か

ら
は
記
念
品
と
し
て
印
鑑
付

き
ボ
ー
ル
ペ
ン
が
贈
呈
さ
れ

た
。

　

そ
の
後
、
今
ま
で
お
世
話

に
な
っ
た
先
生
方
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
ビ
デ
オ
（
１
０
４

回
生
制
作
）
が
放
映
さ
れ
、

個
性
に
溢
れ
た
エ
ー
ル
の
言

葉
に
会
場
は
あ
た
た
か
な
雰

囲
気
で
満
た
さ
れ
た
。

　

今
年
は
感
染
拡
大
防
止
の

観
点
よ
り
、
先
生
方
か
ら
学

生
一
人
ひ
と
り
へ
の
白
衣
授

与
は
行
わ
れ
ず
、
合
図
と
と

も
に
各
々
が
白
衣
を
一
斉
に

着
用
し
た
。
そ
の
後
学
生
代

表
３
名
が
「
誓
い
の
言
葉
」

を
斉
唱
し
た
。
閉
会
の
辞
と

し
て
、
門
川
俊
明
医
学
教
育

統
括
セ
ン
タ
ー
長
が
コ
ロ
ナ

禍
で
の
臨
床
実
習
に
伴
う
責

任
と
感
謝
に
つ
い
て
述
べ
ら

れ
た
。

　

１
０
４
回
生
白
衣
式
委
員

長
の
小
林
博
也
君
は
、「
誓

い
の
言
葉
」
に
込
め
た
思
い

に
つ
い
て
「
白
衣
式
と
い
う

医
学
部
生
活
で
の
節
目
で
、

支
え
て
く
れ
る
周
り
の
人
に

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ

と
に
加
え
、
１
０
４
回
生
ら

し
さ
を
い
か
に
表
す
か
と
い

う
こ
と
を
委
員
で
議
論
し

た
。
１
０
４
回
生
は
多
様
性

溢
れ
る
集
団
で
あ
り
な
が

ら
、
全
員
が
目
指
す
べ
き
先

は
人
類
社
会
へ
の
貢
献
、
そ

し
て
困
難
な
課
題
へ
の
挑
戦

で
あ
っ
て
欲
し
い
」
と
語
っ

た
。

　

白
衣
に
袖
を
通
し
た
瞬
間

に
心
に
吹
き
抜
け
た
真
新
し

い
気
持
ち
は
、
こ
れ
ま
で
支

え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
へ
の

感
謝
と
、
こ
れ
か
ら
医
療
者

と
し
て
出
会
う
こ
と
に
な
る

す
べ
て
の
人
へ
の
決
意
で
あ

る
。
長
い
道
の
り
の
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
こ
の
日

抱
い
た
思
い
を
忘
れ
る
こ
と

な
く
、
医
療
者
と
し
て
、
人

と
し
て
、
着
実
に
成
長
し
進

化
を
続
け
て
い
き
た
い
。

 

（
４
年　

角
田　

安
優
）

白
衣
式
に
臨
ん
だ
１
０
４
回
生
た
ち

自
ら
白
衣
に
袖
を
通
し
た

「
誓
い
の
言
葉
」
を
読
み
上
げ
る

１．塾のウクライナ避難留学生支援に寄付。
２�．医看薬の３学部学生による、一貫校高校生
への説明会“KAA-Jr.”を３月19日に予定。
３�．会則検討委員会報告：施行細則の役員候補
者推薦では「原則として次期評議員中より選
び」と記載されており、役員候補者を次期評
議員に限定するのか、あるいは「原則」とあ
るので広く会員にも機会を与えるべきかが議
論されてきた。評議員ではないが、三四会内
で重要な役割を担っている理事もおられるこ
とから、施行細則第18条「選考とは別に会員
より理事を委嘱できる」のいわゆる会長枠
を、任用理由を明記した上で非評議員から登
用することにして、役員候補者推薦時には現
役員が評議員であるか否かを明記することに
なり、会則は現状のままとすることになっ

た。また、クラス評議員に三四会の活動の理
解を深める必要があるとの意見があり、各ク
ラスでの活動内容に関する調査を行うことと
した。
　�　オンライン会議開催の有効性に関する会則
変更については、継続審議とした。
４�．会員情報管理システム：詳細な詰めの検討
が行われていて、３月の移行をめどに進めら
れている。会費支払いは、基本はクレジット
カード決済として、ゆうちょ銀行による振込
取扱票を残すことになった。寄付口座を設け
て、三四会への寄付も募ることとした。
　�　また、ホームページによる広報に重きを置
く必要があることから、委員会の定期開催、
委員の充実等を検討することにした。

第５回　三四会理事会報告

間
の
大
き
な
進
捗
が
聞
か

れ
、
18
社
の
時
価
総
額
・
累

計
研
究
助
成
金
獲
得
額
・
株

式
資
金
調
達
額
は
そ
れ
ぞ
れ

合
計
４
７
１
憶
円
・
34
億
円

・
１
３
４
億
円
超
と
な
り
、

学
生
団
体
のk-mic

（
代
表

：
中
原
楊　

１
０
４
回
）
の

司
会
・
ピ
ッ
チ
も
相
ま
っ
て

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ

た
。

　

本
年
は
二
年
ぶ
り
の
オ
ン

サ
イ
ト
開
催
に
も
関
わ
ら

ず
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ

ル
・
製
薬
企
業
・
金
融
機
関

・
ア
カ
デ
ミ
ア
・
学
生
な
ど

１
０
０
名
を
超
え
る
来
場
者

を
得
て
、
注
目
の
高
さ
を
感

じ
る
と
と
も
に
、
イ
ベ
ン
ト

後
の
交
流
も
含
め
、
本
塾
の

技
術
の
実
用
化
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
推
進
の
観
点
か
ら
非

常
に
有
意
義
な
も
の
で
あ
っ

た
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て

ベ
ン
チ
ャ
ー
協
議
会
か
ら
は

ア
ニ
ュ
ア
ル
レ
ポ
ー
ト
（
編

集
長
：
循
環
器
内
科
発
ベ
ン

チ
ャ
ーHeartseed

㈱
取
締

役
Ｃ
Ｆ
Ｏ
高
野
六
月
）
が
発

刊
さ
れ
て
お
り
、
ぜ
ひ
ご
覧

い
た
だ
き
た
い
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
参
照
）。

　

最
後
に
、
日
頃
よ
り
ご
支

援
下
さ
っ
て
い
る
各
教
室
に

は
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
引
き
続
き
、
実
学
の
精

應
義
塾
の
組
織
文
化
と
な
っ

た
、
教
職
員
全
員
で
お
互
い

を
支
え
あ
う
と
い
う
精
神

で
、
国
内
外
に
む
か
っ
て
邁

進
し
て
い
く
こ
と
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

新
年
祝
賀
式
と
併
せ
て

「
坂
口
光
洋
記
念
慶
應
義
塾

医
学
振
興
基
金
」
に
基
づ
く

慶
應
医
学
賞
ラ
イ
ジ
ン
グ
・

ス
タ
ー
賞
授
賞
式
が
行
わ

れ
、
眼
科
学
教
室
の
准
教
授 

栗
原
俊
英
君
と
感
染
症
学
教

室
の
専
任
講
師 

南
宮
湖
君

の
２
名
が
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

 

撮
影
：
岸　

剛
史

神
を
も
っ
て
、
躬
行
実
践

し
、
全
社
会
の
先
導
者
た
る

べ
く
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進

の
ご
支
援
を
賜
れ
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。

　

ベ
ン
チ
ャ
ー
協
議
会
で
は

起
業
志
望
者
・
新
規
会
員
、

そ
し
て
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
支

え
る
協
賛
企
業
を
募
集
し
て

い
る
。

 

（
堅
田
侑
作　

眼
89
回
）

ア
ニ
ュ
ア
ル
レ
ポ
ー
ト


